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1.想定される地震災害について

2.地震対策を考える

3.皆さまにお願いしたいこと
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直下型地震

『地震がわかる！』（地震調査研究推進本部）

https://www.jishin.go.jp/main/pamphlet/wakaru_shiryo2/wakaru_shiryo2_high.pdf

P29の画像を加工

出展：地震調査研究推進本部

https://www.jishin.go.jp/materials/

『地震がわかる！』（地震調査研究推進本部）

https://www.jishin.go.jp/main/pamphlet/wakaru_shiryo2/wakaru_shiryo2_high.pdf

P７の画像を抜粋

海溝型地震

１.想定される地震災害について ①地震と津波 発生のしくみ

断層

『地震をみてみよう』(地震調査研究推進本部)

https://www.jishin.go.jp/main/pamphlet/primary_school/primary_school_high.pdf

P10の画像を加工
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２.想定される地震災害について ②大阪府内の主な断層帯

地震調査研究推進本部

https://www.static.jishin.go.jp/resource/regional_seismicity/kinki/p27_osaka.jpg の画像を加工

断層名（地震名）
発生確率 ※
（30年確
率）

内陸型
(直下
型)

上町断層帯 2~3%

生駒断層帯 ほぼ0~0.2%

有馬高槻断層
帯

ほぼ0～
0.04％

中央構造断層
帯(根来区間)

0.008%～
0.3%

※：地震調査研究推進本部が

発表した長期評価

(2025年1月)より抜粋

生
駒
断
層
帯
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【出典：気象庁ホームページ】
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/nteq/assumption.html

１.想定される地震災害について ③南海トラフ巨大地震

黄色に塗られた領域：南海トラフ地震防災対策推進地域
赤線で囲まれた領域：南海トラフ巨大地震の想定震源域
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【出典：地震調査研究推進本部】
https://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_kaik
o/k_nankai/を加工
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１.想定される地震災害について ④南海トラフの発生確率

南海トラフ巨大地震
今後30年以内に
60~90％程度以上
の確率で発生を想定



府域では５強から６強の震度を想定
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１.想定される地震災害について ⑤南海トラフ震度分布想定



内閣府作成映像 「南海トラフ巨大地震 シミュレーション」
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◆浸水面積：約11,000ha(府の面積の約5.8% ※府の面積：約190,500ha)

大阪府推計（H25.8公表）
南海トラフ巨大地震（Mw=9.1)

１.想定される地震災害について ⑥津波浸水想定区域

【大阪府ホームページ】 https://www.pref.osaka.lg.jp/o020080/kikikanri/keikaku_higaisoutei/tsunami.html の画像を加工
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○学校や自宅の災害リスクを確認し、日ごろから避難先やとるべき行動を確認しましょう
○家族と防災対策について話し、備蓄の確保や地域の防災訓練に参加しましょう

２.地震対策を考える ①災害リスク・避難場所の確認

高潮浸水想定区域図 洪水浸水想定区域図大阪府や国で
浸水想定区域図等を作成

市町村で避難所等を検討しハザードマップを作成

出典：大阪市中央区ホームページ
https://disaportal.gsi.go.jp/

家族で、自宅や学校、職
場などの災害リスクを確認
⇒ 避難行動につなげる

【大阪府ホームページ】
https://www.pref.osaka.lg.jp/documents/322
2/zentaizu_1.pdf の画像を加工

【大阪府 洪水リスク表示図】
https://www.river.pref.osaka.jp/?aid=2 の画像を加工
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２.地震対策を考える ②ハザードマップを確認する方法例

◆ハザードマップポータルサイト

住所からハザードマップを検索できる

◆おおさか防災ネット

市町村サイトに簡単にアクセスできる

出典：ハザードマップポータルサイト
https://disaportal.gsi.go.jp/

出典：おおさか防災ネット
https://www.osakabousai.net/27000/hazardmap.html 13



「３つの条件」が確認できれば、浸水の危険が
あっても自宅に留まり安全を確保することも可能です。

（安全な場所にいる人まで避難しなくてよい）

②浸水深より居室は高い ③水がひくまで我慢でき
水・食糧などの備えが十分

○「避難」とは「難」を「避」けること。
行政が指定した小中学校や公民館に行くことだけが避難ではありません。

○普段から、災害が発生したときに、どう行動するか決めておきましょう。

①家屋倒壊等氾濫想定区域に入っていない。

『新たな避難情報に関するポスター・チラシ』(内閣府)
https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinanjouhou/r3_hinanjouhou_guideline/  を加工

２.地震対策を考える ③様々な避難方法
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２.地震対策を考える ④命を守る日頃の備え
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非常時の持ち出し品
➢飲料水、携帯食、懐中電灯、モバイルバッテリー、マスク、体温計など
➢これだけは持っていたい、という最低限の備え

家庭での備蓄
➢最低３日分！ できれば１週間分の備蓄を！

熊本地震では、家庭における水や食料の備蓄が十分ではなく、前震直後は県や市町村の備蓄で対応しましたが、本震後
は18万人を超える避難者が一斉に発生し、物資が不足しました。【H28.12熊本県による検証報告より】

２.地震対策を考える ⑤備蓄とローリングストック

農林水産省『災害時に備えた食品ストックガイド(平成31年3月)』
https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/foodstock/guidebook/pdf/guidebook-3.pdf の画像を加工
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◆大阪府の帰宅困難者(※)数

主要駅
帰宅困難者

（万人）

大阪駅・梅田駅周辺 18.3

難波駅周辺 9.5

天王寺駅・阿部野橋駅周辺 5.3

京橋駅・OBP周辺 4.1

発生当日に最大で約146万人と想定

（第5回南海トラフ巨大地震災害対策等検討部会資料より）
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２.地震対策を考える ⑥帰宅困難者対策の取組み

(※)地震後しばらくして混乱が収まり、帰宅が可能となる

状況になった場合において、 遠距離等の理由により

徒歩等の手段によっても当日中に帰宅が困難になる人



２.地震対策を考える ⑦施設内に待機しよう

出展：内閣府ホームページ あなたの待機がだれかを救う ～STOP！一斉帰宅
https://www.bousai.go.jp/jishin/kitakukonnan/fukyukeihatsu_chirashi/index.html 18



２.地震対策を考える ⑧「大阪防災アプリ」

19
19



府民一人ひとりが
主体的に取り組む

自助

「自らの命は自らが守る」

地域で互いに助け合う

共助

「地域住民で助け合う」

公的な支援等である

公助
行政も被災しており、

公的主導の対応には限界あり

連携が重要
地域の防災力向上

３.皆さまにお願いしたいこと 「自助」「共助」「公助」の連携

20



大阪府の災害対応力の強化のためには、

皆様のご協力が不可欠です。

引き続き、ご協力よろしくお願いします。

Ⓒ2014  大阪府もずやん
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【音声】VOICEVOX：四国めたん




